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　第94巻第 3号では症例報告 1編，学会記録とし
て細胞治療内科と呼吸器内科の例会報告，雑報 1
編，英文原著 2編，千葉医学賞受賞者による英文
総説 1編が掲載されています。
　症例報告は，現在千葉県がんセンター肝胆膵外
科の岩立陽祐先生が，沖縄県立北部病院外科で経
験された配電線による電撃症男性の経過を報告さ
れておられます。電撃症はよく遭遇する疾患ではあ
りませんが，死亡や強い組織障害をきたすなど外科
医にとっては概念の理解が大切と思われます。特
に，深部の損傷の評価が難しいなどの特徴があるよ
うです。本症例の経過を知っておくことは，同様の
事故に巡り合ったときには生きてくると考えます。
　第1363回千葉医学会例会・平成29年度細胞治療
内科学例会の抄録を拝見すると，臨床例から大学
院研究までの報告があり，教室の活発な活動がわ
かります。同様に，第1364回千葉医学会例会・第
17回呼吸器内科例会（第31回呼吸器内科同門会）
の抄録の内容も大変多岐に渡っており，両教室の
層の厚さを深く感じました。
　本号では，筑波大学医学医療系臨床腫瘍学の関
根郁夫先生が雑報という形ですが，大変興味深い
内容を投稿されています。現代医学は日進月歩
で，臨床現場に身を置いていてもエビデンスに基
づく治療を行う必要がありますし，また臨床医学
の裏付けとなる基礎医学研究についてもある程度
理解し，最新の知識に目を向けていないとならな
い時代になりました。腫瘍内科学をご専門とされ
る関根先生にとっては，腫瘍の発生・病態に関わ
る分子生物学的知見は治療薬の選択にも必須であ
ります。そこで，「がん細胞に対する分子標的薬
の使用にあたって重要なドライバー遺伝子の理
解」というテーマでご自身のドライバー遺伝子に
ついての元論文の勉強の過程を示していただき，
その中で最新の知見をどのように理解すればいい
のか，我々臨床医として注意すべきことも書かれ
ています。私自身はしばしば，自分がよく詳しく
知らないことについては良い総説を教えてもらっ
たり，探したりしてまずジェネラルな概念を掴も
うとします。このような総説での勉強は極めて役
に立つのですが，実際のデータを見て評価すると
いうことはとても重要な過程であることは忘れて
はならないとよく言われます。生データをみると
いうことは，実験をしている研究者のみでなく，
疫学研究などでも大切で，生物統計でも最初はま
ず実際のデータの分布を見るようにと教科書にも
書いてあります。忙しい現代では，オリジナルの
論文にまで戻って理解することが少なくなり，つ
いついレビュー論文のみをみて納得してしまった
りするのですが，関根先生の寄稿から学ぶものは
大変大きいと感じています。ぜひ，関根先生を水
先案内人として，先生がたどった道を歩いていた
だきたいと思います。専門的・基礎的な知識が要
求される原著論文を読むにあたっての教科書や総
説の使い方も書いてあります。
　千葉医学会賞を受賞した木村元子先生の総説も
専門外の先生には難しい所もあるとは思います
が（特に英文論文なので）免疫学の基本であるT
リンパ球の分化についての大変すぐれたレビュー
でもあり，お時間を作ってチャレンジしていただ
けるといいと思います。海外への発信という点か
らも英文誌Chiba Medical Journal（CMJ）での
発表は大きな価値があります。本号では，先端応
用外科の武藤頼彦先生らが，術中の内視鏡による
ICG（インドシアニングリーン）蛍光造影による
消化管手術吻合部の血流評価の吻合部縫合不全予
測における有用性を報告しておられます。ICG蛍
光による血流評価は，がんも含めて様々な領域で
用いられており，正確で迅速なイメージングの臨
床現場での重要性は今後ますます高まっていくと
思います。また，東京都立小児医療総合センター
救命救急科の清水直樹先生は，小児の救急疾患の
予後に影響を与える可能性が大きい，搬送時の振
動について救急車とヘリコプターでの違いを報告
されています。搬送手段を選択する場合，疾患の
緊急性のみでなく傷害されている臓器も勘案すべ
きと考えられます。
　今後も千葉医学・CMJへのご支援，ご協力を
よろしくお願い申し上げて編集後記とさせていた
だきます。 （編集委員　下条直樹）
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